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制
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取
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よ
る湖
沼
生
態
系
の
再
生
（
）

い
で
あ
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は
じ
め
に

二
O
O
五
年
に
自
然
再
生
推
進
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら

一
O
年
が
経
過
し
、

現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
自
然
再

生
推
進
法
に
基
づ
く
自
然
再
生
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
同
法

達古武湖

σ 

成
立
の
契
機
と
な
っ
た
釧
路
湿
原
に
お

け
る
自
然
再
生
の
取
り
組
み
は
、
国
内

で
も
屈
指
の
規
模
で
あ
る
。

当
社
で
は
、
釧
路
湿
原
自
然
再
生
事

業
の
う
ち
、
達
古
武
湖
自
然
再
生
事
業

実
施
計
画
の
策
定
お
よ
び
実
施
に
関
す

る
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

本
稿
で
は
、
同
事
業
で
実
施
し
て
き

た
、
種
間
相
互
作
用
や
生
態
系
の
自
律

的
回
復
力
を
活
用
し
た

「生
態
学
的
手

法
」
の
実
例
を
紹
介
し
た
い
。

達古武湖位置

達
古
武
湖
で
生
じ
た
環
境
変
化

図1

達
古
武
湖
は
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園

の
第
二
種
特
別
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
か
つ
て
は
水
生
植
物
の
宝
庫
と
も

呼
べ
る
湖
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
0
0
0年
頃
か

ら
湖
内
の
全
窒
素
、
全
リ
ン
濃
度
等
が

急
激
に
上
昇
し
、
透
明
度
は
著
し
く
低

下
し
た
。
こ
の
時
期
、
生
育
に
必
要
な

光
が
得
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
、
沈
水
植
物
群
落
の
種
組
成
の

変
化
や
現
存
量
の
減
少
が
生
じ
た
。

二
O
O
六
年
以
降
は
透
明
度
の
改
善

も
見
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
ヒ
シ

（浮
葉
植
物
）
の
分
布
が
急
激
に
拡
大

し
、
今
で
は
湖
面
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め

る
状
況
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
年
間
を
通
し
て
湖
内
の

透
明
度
の
高
い
状
態
が
維
持
さ
れ
て
い

る
が
、
水
生
植
物
の
多
様
性
は
低
い
状

態
で
推
移
し
て
い
る
。
流
入
河
川
に
お

け
る
栄
養
塩
類
の
負
荷
が
依
然
と
し
て

高
い
こ
と
な
ど
を
鑑
み
れ
ば
、
ヒ
シ
の

繁
茂
に
よ
り
栄
養
塩
類
が
利
用
さ
れ
、

水
質
を
安
定
さ
せ
て
い
る
と
同
時
に
、

そ
の
他
の
水
生
植
物
に
対
し
て
は
、
被

陰
等
に
よ
る
圧
力
を
与
え
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

ヒ
シ
の
刈
取
り

達
古
武
湖
の
水
生
植
物
の
生
育
に
影

響
を
与
え
る
根
本
的
な
要
因
は
栄
養
塩

類
の
流
入
で
あ
り
、
面
源
負
荷
対
策
等

が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
改
善
に

は
長
い
時
聞
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
。

一
方
、
こ
の
間
に
も
水
生
植
物
は
ヒ
シ

に
よ
る
圧
力
を
受
け
、
種
数
・
現
存
量

と
も
に
減
少
し
て
い
く
も
の
と
予
測
さ

れ
た
。
ま
た
、
湖
底
に
存
在
す
る
埋
土

種
子
に
も
寿
命
が
あ
り
、
限
定
的
に
で

も
ヒ
シ
の
分
布
域
を
制
御
し
、

「
セ
ー

フ
サ
イ
ト
」
を
作
り
出
す
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
当
該
事
業
で
は

「
ヒ
シ

分
布
域
制
御
」
と
い
う
対
策
を
実
施
し

た
。
こ
れ
は
、
生
態
学
的
手
法
の

一
つ

で
、
ヒ
シ
を
刈
り
取
り
、
ヒ
シ
の
被
陰

等
に
よ
る
圧
力
を
除
去
す
る
こ
と
で
、

水
生
植
物
の
生
育
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ヒ
シ
の
刈
取
り
は
図
2
に
一
不
す
エ
リ

ア
で
実
施
す
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
ら

の
エ
リ
ア
は
以
下
の
観
点
か
ら
選
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

・
保
全
対
象
種
で
あ
る
ネ
ム
ロ
コ
ウ
ホ

ネ
や
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
が
多
く
生
育
し
、 ヒシの刈取り
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ヒ
シ
と
混
成
し
て
い
る

．
埋
土
種
子
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る

・
事
前
の
ヒ
シ
刈
り
取
り
試
験
に
よ
り

効
果
が
認
め
ら
れ
た
地
点
と
類
似
し

た
環
境
（
水
深
等
）
で
あ
る

ヒ
シ
の
刈
取
り
は
、
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
部

分
を
鎌
を
使
っ
て
刈
り
取
る
と
い
う
手

法
を
用
い
て
い
る
。
国
内
で
、
ヒ
シ
の

繁
茂
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
他
の
湖
沼

で
は
、
機
械
船
を
用
い
た
除
去
を
行
っ

て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

保
全
対
象
種
ま
で
も
傷
つ
け
て
し
ま
う

可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、
採
用
し

て
い
な
い
。

実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
ヒ
シ
の

生
態
を
考
慮
し
た
上
で
、
花
を
つ
け
る

前
と
実
を
つ
け
る
前
の
（
七
月
下
旬
と

八
月
下
旬
）
二
回
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、
二

O
O
九
年
j
二
O
一一

年
の
試

験
で
は
、
同
様
の
手
法
で
ヒ
シ
の
刈
取

り
を
実
施
し
た
場
合
、
三
カ
年
目
で
ヒ

シ
の
生
育
密
度
が
大
幅
に
低
下
（
植
被

刈取りの様子

率
二
O

%
程
度
、

対
照
区

は
一

O

O

%
）
 

す
る
こ

写真1

と
を
確

認
し
て

い
る
。ま
た
、
栄
養
塩
類
を
多
く
利
用
し
て

い
る
ヒ
シ
を
除
去
す
る
こ
と
か
ら
、
ア

オ
コ
の
再
発
生
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

考
え
ら
れ
た
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

し
つ
つ
順
応
的
な
管
理
を
行
う
必
要
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
容
易
に
す
る
た
め
、

当
該
事
業
で
は
写
真
2
に
示
す
よ
う
に
、

三
O
m
×
三
O
m
の
正
方
区
画
を

一
つ

の
区
画
と
し
て
、
こ
れ
を
碁
盤
の
目
の

よ
う
に
配
置
し
、
制
御
区
と
対
照
区
を

交
互
に
設
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

ヒ
シ
の
刈
取
り
で
得
ら
れ
た

効
果

二
O
一
四
年
に
は
、
達
古
武
湖
全
体

で
約
一
・
七
凶
の
ヒ
シ
の
刈
取
り
を
実

施
し
た
。
こ
の
段
階
で
、
試
験
と
し
て

ヒ
シ
の
刈
取
り
を
行
っ
て
い
た
時
期
も

含
め
、
最
長
で
三
年
間
の
刈
取
り
を
行

っ
た
こ
と
と
な
る
。
確
認
さ
れ
た
主
な

効
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（提供 ：環境省）

ヒシ分布域制御の空中写真写真2

・
直
近
二
O
年
程
度
の
調
査
・
研
究
で

確
認
記
録
の
無
か
っ
た
フ
ラ
ス
コ
モ

属
の

一
種
を
、
二

O
二
二
年
と
二

O

一
四
年
に
確
認

・
二

O
O
七
年
以
降
の
調
査
で
ヒ
ツ
ジ

グ
サ
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
南

西
岸
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
ヒ
ツ
ジ
グ

サ
の
生
育
・
開
花
を
確
認

・
保
全
対
象
種
と
し
た
ネ
ム
ロ
コ
ウ
ホ

ネ
お
よ
び
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
を
は
じ
め
と

す
る
、
複
数
の
水
生
植
物
の
現
存
量

が
増
加
（
二
O
一
四
年
八
月
南
西
岸

エ
リ
ア
の
平
均
植
被
率
一
制
御
区

九
・
二
%
、
対
照
区
四
・
五
%
）

国
立
公
園
内
に
お
け
る
生
態
学

的
手
法
の
適
用
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

ヒ
シ
分
布
域
制
御
を
は
じ
め
と
す
る
、

生
態
学
的
手
法
の
多
く
は
、
大
規
模
な

土
地
改
変
を
含
む
工
事
を
必
要
と
し
な

い
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
作
業
時

に
確
保
で
き
る
人
数
等
に
よ
っ
て
規
模

等
の
制
約
を
受
け
や
す
い
と
い
う
点
は

あ
る
が
、
達
古
武
湖
の
場
合
で
も
機
械

船
の
輸
送
コ
ス
ト
等
を
含
め
る
と
、
結

果
的
に
コ
ス
ト
は
安
く
な
っ
た
。

ま
た
、
達
古
武
湖
自
然
再
生
事
業
の

場
合
は
、
以
下
に
示
し
た
事
項
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。

・
保
全
対
象
種
を
残
し
つ
つ
、
き
め
細

か
い
作
業
が
で
き
る

・
土
地
改
変
等
が
無
く
、
水
生
植
物
を

は
じ
め
と
す
る
生
態
系
や
景
観
等
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
小
さ
い

環
境
改
善
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

る
水
域
は
、
全
国
の
国
立
公
園
内
に
多

く
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く

の
利
用
者
が
来
訪
す
る
中
で
の
作
業
は
、

景
観
や
生
息
し
て
い
る
動
植
物
へ
の
配

慮
も
求
め
ら
れ
る
。
生
態
学
的
手
法
の

応
用
は
こ
の
よ
う
な
場
所
で
の
環
境
改

善
に

一
層
の
貢
献
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
達
古
武
湖

で
の
経
験
を
基

に
、
生
態
学
的

手
法
を
応
用
し

た
対
策
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

幸
福
智
・
こ
う
ふ
く
さ
と
し

い
で
あ
株
式
会
社
国
土
環
境
研
究
所
生
物
多

様
性
計
画
部
主
査
研
究
員
。

広
島
県
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
修
了
。

〈
会
社
概
要
〉

社
会
基
盤
整
備
や
環
境
保
全
に
か
か
わ
る
総

合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
企
画
、
調

査
、
分
析
、
予
測
評
価
か
ら
計
画
・
設
計
、

維
持
・
管
理
を
手
掛
け
る
。

制御区で開花したヒツジグサ写真3
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